






















令和元年11月1 B発行 大阪医科大学仁泉会ニュ ー スE 第50巻第6号

事業報告学生生活虎の巻その七

若手の先生と学生の交流の場が
設けられました！

． 

Aー 三ー ・・ ＼
" ＇ ‘’ 

2019年9月28日（土）学生生活虎の巻が開催されました。 学生の実行委員会が企画をし、 仁泉会と大学が共

催するこのイベントも今回で7回目。今回は趣向を変え、 学生の皆さんが参加しやすいように土曜日 の夕方に開

催致しました。

今回のプレゼンタ ー は3名の先生方。 それぞれの活動してきたことや現在の立場を踏まえて、「今、 後輩たち

に伝えたいこと」や「 これからの学生生活に必要なこと」をそれぞれ話していただきました。

令和元年11月1日発行 大阪医科大学仁泉会ニュ ー スロ 第50巻第6号

プレゼンタ ー

荘子万能先生 会社経営

荘子万能先生（左）と山川拓也さん(3回生）

「医者」と「医師」の違いは何だろう

2018 年卒業なので研修医 2 年Hということにな

るんですが、 実は 8 月未で研修医を退職しまして、

自分が作った会社に専念することを決めました。 だ

からといって医者を辞めたわけではないと思ってい

ます。 ということで、 医者って何でしょうかという

話をしたいと思います。 僕の中ではまだ答えは見つ

かっていないのですが、 例えば、 病院で働く先生が

医者であるのと同じくらい、 研究に専念されている

先生も医者だと思います。 医師かどうかは、 免許を

持っているかどうかですが、 医者かどうかは各々の

価値観に依るのではないでしょうか。

先H、 厚生労働省の医系技官の先生と僕のネット

ラジオ番組でお話する機会があったのですが、 や

はりその方も「自分は、（国が患者で、 厚労省が臨

床の場である） 医者だと思っている」と仰っていま

した。6月に「僕たちが医者になる前に」という本

を出版したのですが、 そういうタイトルにしたのは、

まさにそういう医者かどうかは自分が決める、 とい

うことを医学生や高校生の皆さんに知ってもらいた

かったからです。僕は医師免許を持っているので「医

師」にはなったけど「医者」 にはまだなれていない

とも思っています。 自分にとっての「息者」って誰

なんだろう、 自分にとっての「臨床」とは何をする

ことなんだろうということを今も悩み続けていま

す。
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